
Ⅰ．問 題

自己効力感を基礎づける 4つの情報源（「遂行行動
の達成」「代理経験」「言語的説得」「生理学的状態
（情動喚起）」）から考えると、青年期に当たる大学生
の自己効力感の形成に影響を与える要因として、幼児
期から思春期にかけてのさまざまな経験を挙げること
に無理はないであろう。自己効力感の高い大学生がこ

れまでにどのような経験（経験の質）をどのくらいの
期間（経験の量）体験してきたかを明らかにすること
ができれば、逆に、幼児期から思春期にかけてどのよ
うな活動をどのように経験することが自己効力感の形
成に効果を及ぼすのかについて示唆を得ることでき
る。
自己効力感には課題特異的な（領域固有の）自己効

力感と特性的な（一般的な）自己効力感の 2つの水準
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があると考えられており、自己効力感の研究は前者か
ら始まり、後者へと発展した1）。まず、この 2つの水
準についての先行研究を概観する。
課題特異的な自己効力感の研究については、学習場

面や運動場面を対象とした研究を取り上げる。学習場
面を対象とした研究では、Pintrich and De Groot
（1990）による学習動機づけ方略尺度（motivated
strategies for learning questionnaire）に含まれる自己効
力感の項目2）が使用されることが多く、原因帰属、学
習方略、自己調整学習などと自己効力感との関連が検
討されている3）4）5）6）。運動場面を対象とした研究で
は、Marcus, Selby, Niaura, and Rossi（1992）による運
動実施に対する自己効力感尺度7）が使用されることが
多く、高齢者、中高年、大学生を対象として、運動変
容の段階と運動実施に対する自己効力感との関連が検
討されている8）9）10）。他方、特性的な自己効力感に関
する研究では、坂野・東條（1986）による一般性自己
効力感尺度11）や成田・下仲・中里・河合・佐藤・長田
（1995）による特性的自己効力感尺度12）が開発されて
おり、いずれの尺度も、運動前後の自己効力感の変動
に指標として実践的な効果測定研究に使用されてい
る13）14）。
課題特異的な自己効力感も特性的な自己効力感も、

人間行動の予測に焦点を当てた研究からスタートした
ことから、自己効力感の形成過程に関する研究は少な
いことが指摘されている1）。しかし少ないながらも、
スポーツキャリアという運動経験を指標として、自己
効力感の形成過程を取りあげた研究が行われてい
る15）16）17）18）。
三好・大野（2011）は、Erikson の心理社会的発達

理論によって特性的な自己効力感の形成過程の説明を
試みている1）が、スポーツキャリアのような運動経験
のように、ある活動の実施経験を具体的な指標とする
ことによって実証的な観点から形成過程の説明が可能
となるだろう。
ところで、学校教育で対象となる教科について考え

てみると、国語や算数などの学習系の教科と、体育や
美術などの実技系の教科に分けることができる。先に
示したとおり、自己効力感の研究では、学習系の教科
や実技系でも体育（運動）に関する研究は行われてい
るが、美術や音楽など芸術活動に関する研究は少な
い。学校教育場面で教科学習を考えると、学習活動や

運動活動と自己効力感との関連だけでなく、芸術活動
と自己効力感との関連を検討することの意義は大き
い。
美術や音楽など芸術活動を対象とした自己効力感の

研究について調べてみたところ、以下のとおり大別し
て 3点に分類できた。1点目は、理論的な研究であ
る。自己調整学習や学習意欲の理論から音楽活動に関
する自己効力感について論じているが理論的考察に終
始し、実証的なデータとしては示されていない19）20）。
2点目は、実践的な研究である。音楽教育にリズム運
動を取り入れたリトミック、一方的な美術鑑賞ではな
く、主体的かつ集団的、双方向的に作品に関わってい
く対話型鑑賞、芸術療法（コラージュ）、臨床美術実践
プログラムによる造形表現活動などの事例・実践活動
を通して、自己効力感が向上することをそれぞれ述べ
ているが、定量的な分析は行われていない21）22）23）24）25）。
3点目は、実証的な研究である。縣・岡田（2010）
は、美術の表現や鑑賞への動機づけに至る媒介変数と
して「表現に対する効力感」を設けた仮説モデルの検
証し26）、白水・山田・日高（2013）は、ボディーパー
カッションの実施前後で、ボディーパーカッション効
力感の変動することを示している27）。吉村・芝崎
（2015）は、保育士養成に関わるピアノ指導を受ける
学生のピアノ経験の有無と音楽学習に関する自己効力
感との関連を検討し、ピアノ経験のある学生の自己効
力感が高いことを示している28）。以上のように、音楽
や美術などの芸術活動と自己効力感との関連を検討し
た研究は、理論的な研究や実践的な研究にとどまり実
証的な研究が少ない。また、一時的な芸術活動による
自己効力感の変容について検討はされているが、自己
効力感の形成過程や発達過程を対象とした研究はみう
けられない。
以上の点を踏まえ、本研究の目的は、芸術活動と自

己効力感との関連に焦点を当て、特に、芸術活動を経
験する（実施する）ことによって、特性的自己効力感
の形成に影響がみられるのかを検討することとした。
先に述べたように、特性的自己効力感の研究は課題特
異的自己効力感と比較して研究が少ないことの他、現
状では芸術活動に対する自己効力感を測定する尺度が
見当たらないことから、本研究では特性的自己効力感
を分析の対象とした。
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Ⅱ．方 法

1．調査対象者

4年制私立大学の学生 209名（男子学生 75名、女
子学生 128名、性別不明 6名、平均年齢 19.61±1.08
歳）を対象とした。いずれも心理学に関連する講義を
受講している学生であった。

2．調査日時

2016年 10月と 2017年 1月。

3．調査内容

（1）芸術活動の経験について
ベネッセ教育総合研究所（2009）が実施した「第 1

回学校外教育活動に関する調査 2009」において対象
とされた芸術活動を参考にした 15種類の活動に対し
て、幼少期から大学（現在）まで 7期間（幼稚園・保
育園、小学校 1年～2年、小学校 3年～4年、小学校
5年～6年、中学校、高校、大学）での当該活動の実
施の有無を尋ねた29）。なお、調査時の教示は次のよう
に行った。『あなたの音楽活動や芸術活動歴について
おたずねします。現在までに、定期的に何らかの音楽
活動や芸術活動を実施していた時期がありますか（学
校の部活動・クラブ活動は含みますが、音楽の授業や
美術の授業は除きます）。』

（2）特性的自己効力感について
成田他（1995）が作成した 23項目からなる特性的

自己効力感尺度（以下、GSE 尺度）を使用した12）。5
件法で回答し、尺度得点は 23点から 115点の範囲の
値をとる。運動・スポーツや学習といった対象とする

課題を限定した自己効力感ではなく、課題を限定せ
ず、対象者が性格特性として持ち合わせている自己効
力感を測定することができる。

4．調査手続き

大学の授業中に配布し、記入後回収した。

5．倫理的配慮

調査用紙の表紙に、個人情報は保護されること、回
答は強制ではないこと、回答を拒否しても不利益はな
いことなど、5点の注意事項を記載し、口頭でも説明
をした後、同意を得られた対象者から回答を得た。

6．分析プログラム

SPSSver 22を統計的解析に使用した。

Ⅲ．結 果

1．芸術活動についての分析

Table 1には、「幼稚園・保育園」から「大学」の 7

期間のそれぞれに芸術活動を実施した実人数と、芸
術活動を実施した延

�

べ
�

人数を示した。期間毎の人数が
異なるのかを実人数と延

�

べ
�

人数それぞれについて調べ
たところ、統計的に有意な結果が得られた（実人数：
χ2（6）＝27.96, p＜.01、延

�

べ
�

人数：χ2（6）＝43.16, p

＜.01）。実人数、延
�

べ
�

人数ともに、「幼稚園・保育園」
と「大学」の人数が少なく、「小学校（1年～2年）」
と「小学校（3年～4年）」の人数が多いことが分かっ
た。
Table 2には、芸術活動を連続して実施した期間毎

Table 1 実施期間毎の芸術活動を実施した実人数と芸術活動を実施した延べ人数

幼稚園
保育園

小学校
（1年～2年）

小学校
（3年～4年）

小学校
（5年～6年） 中学校 高校 大学 選択総数

芸術活動を実施
した実人数

68
10.9

96
15.4

108
17.4

107
17.2

98
15.8

91
14.6

54
8.7

622
100.0

芸術活動を実施
した延べ人数

101
10.7

139
14.7

169
17.9

151
16.0

152
16.1

151
16.0

83
8.8

946
100.0

注 1：芸術活動を実施した実人数（上段：人数，下段：選択総数に対する割合）
注 2：芸術活動を実施した延べ人数（上段：延べ人数，下段：選択総数に対する割合）

Table 2 芸術活動を連続して実施した期間毎の人数（上段：人数，下段：全調査対象者に対する割合）

0期間 1期間 2期間 3期間 4期間 5期間 6期間 7期間

芸術活動を連続して実施した期間毎の人数 43
20.6

24
11.5

23
11.0

31
14.8

25
12.0

29
13.9

24
11.5

10
4.8
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の人数を示した。連続実施の期間は「0期間」から
「7期間」に分類される。「0期間」は芸術活動を実施
したことがなく、「1期間」から「7期間」は同じ科目
を継続したとは限らないが「幼稚園・保育園」から
「大学」までいずれかの活動を連続して実施したこと
を示している。連続実施期間毎に人数が異なるのかを
調べたところ、統計的に有意な結果が得られ（χ2（7）
＝22.84, p＜.01）、「0期間」が多く、「7期間」が少な
いことが分かった。性別によって連続実施期間毎の人
数が異なるかを調べたところ、統計的に有意であった
（χ2（7）＝33.41, p＜.01）。残差分析の結果、芸術活動は
「0期間」と「1期間」に男子学生が多く、「4期間」
「5期間」「7期間」に女子学生が多いことから、女子
学生は長期間に渡り芸術活動を実施し、男子学生は芸
術活動を実施していても短期間の経験で終えているこ
とが分かった（Figure 1）。

2．芸術活動の実施科目と GSE 得点についての分析

（1）GSE 得点の男女差について
性別によって GSE 得点が異なるのかを t 検定によ

り調べた。その結果、統計的に有意ではなかった
（t（201）＝－0.03, ns；男子学生 65.63±15.36、女子学
生 65.70±14.46）。GSE 得点には性別による差がみら
れなかったが、芸術活動の実施状況には性別による違
いがみられる（Table 2）ことから、以下の分析では
男女別の分析も行った。

（2）芸術活動の 15下位科目と GSE 得点について
15の芸術活動それぞれについて、「幼稚園・保育

園」から「大学」の 7期間に 1期間以上実施していた
場合と、未実施の場合の 2水準に分け独立変数とし、
GSE 得点を従属変数として t 検定により調べた。そ

の結果、「日本舞踊」を除き、統計的に有意な結果
は示されなかった（日本舞踊：t（201）＝－3.17, p

＜.01；実施していた 98.00±00.00、実施していない
65.42±14.50；ただし、日本舞踊の実施者は女子学生
2名である）。男女別に分析した結果では、男子学生
には有意な結果を示す活動はなく、女子学生には「日
本舞踊」と「その他」に有意な結果が示された（その
他：t（126）＝－2.26, p＜.05；実施していた 79.80±
11.88、実施していない 65.12±14.30）。

（3）芸術活動の実施科目数と GSE 得点について
芸術活動は最大 15科目実施することが可能である。

ここでは、芸術活動の実施科目数によって GSE 得点
に違いがみられるのかを検討した。実施科目数別（最
小は 0科目、最大は 8科目であった）の GSE 得点の
推移から、実施科目数を「未実施」、「1～4科目実
施」、「5～15科目実施」の 3水準に分類して独立変数
とし、GSE 得点を従属変数として分散分析により調
べた。その結果、芸術活動の実施科目数による主効果
はみられなかった（F（2,206）＝0.49, ns）。男女別に分
析した結果でも、芸術活動の実施科目数による主効果
はみられなかった（男子学生：F（2,72）＝2.26, ns、女
子学生：F（2,125）＝0.03, ns）。

3．芸術活動の実施期間、ならびに
実施時期と GSE 得点についての分析

（1）芸術活動の延
�

べ
�

実施期間と GSE 得点について
芸術活動の延

�

べ
�

実施期間は 105期間（7期間×15科
目）である。ここでは、芸術活動の延

�

べ
�

実施期間によ
って GSE 得点に違いがみられるのかを検討した。延

�

べ
�

実施期間別（最小は 0期間、最大は 34期間であっ
た）の GSE 得点の推移から、延

�

べ
�

実施期間を「未実
施」、「1～9期間実施」、「10～34期間実施」の 3水準
に分け独立変数とし、GSE 得点を従属変数として分
散分析により調べた（Table 3）。その結果、芸術活動
の延

�

べ
�

実施期間に主効果がみられ、下位検定（Bon­

Figure 1 男女別芸術活動を連続して実施した期間毎の人数

Talbe 3 芸術活動の延べ実施期間別 GSE 得点の平均（括弧
内標準偏差）

未実施 1～9期間実施 10～34期間実施
全体
男子学生
女子学生

65.21（16.11）
64.63（14.99）
65.73（18.88）

64.71（14.35）
66.41（15.79）
63.90（13.35）

72.67（13.43）
61.00（16.97）
74.00（13.53）

注：表中斜体字は有意差がみられた箇所を示す
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ferroni）の結果、「1～9期間実施」よりも「10～34期
間実施」の場合に GSE 得点が高い値を示した
（F（2,206）＝3.06, p＜.05 ; MSe＝214.20）。男女別に分
析した結果、男子学生には芸術活動の延

�

べ
�

実施期間に
主効果はみられなかったが、女子学生には主効果がみ
られ、下位検定（Bonferroni）の結果、「1～9期間実
施」よりも「10～34期間実施」の場合に GSE 得点が
高い値を示した（男子学生：F（2,72）＝0.20, ns、女子
学生：F（2,125）＝4.21, p＜.05 ; MSe＝199.01）。

（2）芸術活動の連続実施期間と GSE 得点について
「幼稚園・保育園」から「大学」までに芸術活動を
連続実施した期間によって、GSE 得点に違いがみら
れるのかを検討した。「0期間」から「7期間」の継続
期間に、連続して実施していない「非連続」を加え 9

水準の連続実施期間を独立変数、GSE 得点を独立変
数として分散分析により調べた結果、連続実施期間に
有意な結果はみられず（F（8,200）＝0.66, ns）、男女別
にも統計的に有意な結果はみられなかった（男子学
生：F（8,86）＝0.26, ns、女子学生：F（8,119）＝0.79,
ns）。

（3）芸術活動の実施時期と GSE 得点について
「幼稚園・保育園」から「大学」までの 7期間それ
ぞれについて、芸術活動を実施していた場合と実施し
ていない場合で GSE 得点に違いがみられるのかを検
討した。実施時期毎の実施の有無を独立変数、GSE
得点を従属変数として t 検定により調べた結果、い
ずれの期間においても統計的に有意な結果はみられ
ず、男女別に分析をした場合も有意な結果はみられな
かった。

Ⅳ．考 察

本研究の目的は、芸術活動を経験する（実施する）
ことによって、特性的な自己効力感の形成に影響がみ
られるのかを検討することであった。

1．芸術活動について

芸術活動を実施していた年代は小学校低学年から中
学年に多く、男子学生にくらべ女子学生は芸術活動を

長期に実施していることが示された。すなわち、芸術
活動の実施には、年齢や性別の要因が少なからず関連
していることが示唆される結果である。調査項目作成
の際に参考にした調査の報告書では、芸術活動に男女
差がみられる点を以下のように分析をしているが30）、
本研究の結果にもこの分析が当てはまると考えられ
る。そこでは、子どもを芸術活動に向かわせる要因と
して、子どものジェンダーと親の文化資本を挙げてい
る。文化資本とは、学歴や文化嗜好性を意味する社会
学用語である。すなわち、芸術活動の実施は、男子よ
りも女子の方が取り組むことが多く、さらに親の芸術
に対する考え方が影響を与えていると言うことであ
る。

2．芸術活動の実施科目と
実施期間・実施時期について

本研究で取りあげた 15の芸術活動と特性的自己効
力感との間に関連がみられるのかを詳細に検討した。
結果的には、女子学生に限り、芸術活動に多くの時間
を費やすと特性的自己効力感は高くなることが示され
た。男子学生と比較して女子学生は芸術活動を連続し
て実施することが多いため女子学生にのみ結果が示さ
れたと考えられる。芸術活動を複数実施しても、ある
いは連続実施しても特性的自己効力感の形成には関連
が示されなかったが、これらの組み合わせである、複
数の活動を並行して比較的長期に渡り実施することが
特性的自己効力感の向上には関連があると推測され
る。先行研究では、理論的・実践的な観点から芸術活
動を実施することによって自己効力感が向上すると指
摘されていた。本研究の結果を踏まえると、個々の活
動で自己効力感が少しずつ向上し、その活動が繰り返
し実施され蓄積されることにより、自己効力感が向上
するのではと考えることができる。すなわち、特性的
自己効力感の発達について示唆できる点は、出来る限
り多くの芸術活動を継続的に経験させることであると
言えるであろう。

3．運動経験の研究結果との比較

運動経験（スポーツキャリア）と特性的自己効力感
との関連を検討した研究では、運動の未実施群と比較
して、大学まで運動を継続実施している群の特性的自
己効力感が高くなる結果が示されている15）17）18）。さら
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に、同一種目を継続実施することも向上の条件として
挙げられている17）18）。
運動経験の研究と本研究の結果とを比較すると、活

動の量（時間）と質（内容）の面で類似点と相違点が
あるように思われる。すなわち、取り組み時間が多い
場合、特性的自己効力感は向上するという点では共通
しているが、運動では同じ種目を続けることに意味が
ある一方、芸術では複数の活動を同時並行で経験する
ことに意味があるという結果が示されている。ただ
し、結果の解釈にあたり、運動経験の研究とは異な
り、芸術活動の場合は性別を考慮する必要がある。

4．本研究の改善点

本研究の改善点として 2点挙げておきたい。第 1点
は、調査対象者の偏りである。先にも述べたが、芸術
活動の実施には親の文化資本の影響が考えられること
から、本研究のように 1校を対象とせず、複数の大学
を対象として調査を実施することでより妥当性のある
分析が可能となるであろう。第 2点は、特性的自己効
力感を従属変数とした点である。この効力感について
はさまざまな課題特異的自己効力感から影響を受け形
成されると考える立場と、逆に特性的自己効力感が課
題特異的自己効力感の形成に影響を与えると考える立
場がある1）。特性的自己効力感の形成は課題特異的自
己効力感からの影響を受けるとの立場を取ると、本研
究のように、芸術活動の実施状況から特性的自己効力
感への直接の影響を考えるのではなく、芸術活動に関
する自己効力感のような媒介変数を含めて特性的自己
効力感への影響を検討することが今後求められる。

付記

本研究のデータの一部は、平成 28年度に提出され
た岡田祐季氏の関西福祉科学大学卒業論文に用いられ
たものである。なお、本研究は、岡田氏からの了承を
得て公表されている。また、貴重な助言を頂きました
査読者の先生方に御礼申し上げます。

――――――――――――――――――――――――
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